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概要 

 

本稿は、グーグル、マイクロソフト、フェイスブックというネット系プラットフォーム

事業者の相互影響関係に関する記述的分析である。この 3 社は極めて早いスピードでサー

ビスを追加あるいは強化し、事業構成を変化させていくなかで相互の競争関係を変化させ

てきた。 

フェイスブックはコンシューマ向けサービスに集中している会社であり、法人向けサー

ビスも対象に含めた場合、3 社間の関係が部分化するため、グーグルとマイクロソフトに

ついてもコンシューマ向けサービスに分析の対象を限定している。本研究は、各社の設立

時期から現在（2012 年 1 月）に至るまでに追加されたサービスを調査・抽出し、分析する

ものである。 

事例分析を通じて、グーグル、マイクロソフト及びフェイスブックの 3 社が、相互に影

響されながら、時系列にサービスを追加することによって、事業者間の競争関係が変化し

ていくメカニズム、またサービスの追加の仕方でその成功度が変わっている可能性を明ら

かにした。 

この事例は、出発点となるサービスが異なる、あるいは当初のビジネスモデルが異なる

事業者が時系列にサービスの追加を行っていくことで強い相互影響関係また強い競合関係

を持つに至った事例でもある。 

本稿の事例分析は、時とともに、相互の競争関係が変化する企業同士の相互作用を分析

する研究の端緒となる。 

 

キーワード：相互影響、サービスの追加、事業変化 、競争関係変化、ネットビジネス 
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1. はじめに 

1990 年代のインターネット商用化をきっかけとして、ネット系プラットフォームビ

ジネスが誕生した。ネット系プラットフォームビジネスは、モルタル系のビジネスと

異なり容易に事業を始めることができるという特徴がある。そのため、特に 2000 年頃

のネットビジネスブーム以後、ネット系プラットフォーム事業者は、短期間に次々と

新サービスを追加している。  
例として、マイクロソフトは、既存の Operation System（OS）ビジネスである

Windows に機能追加しながら（以後、機能追加を「強化」と呼ぶ）、Windows を中心

に  Windows Live ブランドや Bing ブランドでネット系サービスを展開している。グー

グルは、検索エンジンや広告配信サービスを強化しながら、検索エンジンや広告配信

サービスをベースとして様々な事業に進出・撤退しながら成長を続けている。一方、

フェイスブックも Social Network Service（SNS）をベースに新しいサービスをモジ

ュール的に追加して事業を成長させている。  
モルタル系ビジネスでは、特にサービスや製品の追加にそれなりに時間がかかる。

したがって、製品範囲の違いが「戦略グループ」の違いの大きな要因となる。しかし、

ネット系プラットフォーム事業者が新サービスを誕生させたり追加するスピードは、

モルタル系ビジネスより格段にスピードが早い。そのため、今まで競合ではなかった

プラットフォーム事業者が他の事業者と同様のサービスを提供することはしばしば起

こることであり、その結果、競争関係自身が常に変化し続けている。つまり、この業

界では、戦略グループの境界が長く維持されることはなく、流動的である（戦略グル

ープの境界が曖昧という言い方をしてもいいかもしれない）。いいかえれば、昨日まで

あまり競争関係がなかった企業同士があるサービスの追加とともに激しい競争関係と

なる（同じ戦略グループのメンバーとなる）ことが希ではない。  
本研究は、グーグル、マイクロソフト、フェイスブックというネット系プラットフ

ォーム事業者のサーブスの追加あるいは強化の時系列変化を相互的に捉えることであ

る。これらの企業は、出発点となるサービス、または当初のビジネスモデルが異なる。

しかし、極めて早いスピードでサービスを追加あるいは強化し、事業構成を変化させ

ていくなかで競争関係を深めている。抽象化して、本研究の目的を言うならば、競争

の境界が確定しない中でビジネスモデルが異なる複数の企業について、下記の 3 点に

関する分析を行うことである。  
①  各プラットフォーム事業者が相互に影響を受けながらサービス内容やサービスの

組み合わせを変えていく様子を記述する。  
②  同時に各プラットフォーム事業者のメインストリーム（コアビジネスの要素となっ

ているサービスのつながり）が変更する様子を明らかにする。  
③  以上から、プラットフォーム事業者間の競争関係を時系列的に明らかにする。  

要素としてのサービスの集まりをビジネスと呼ぶ。例えば、キーワード検索サービ

スとキーワード広告サービスが集まって検索広告ビジネスができあがる。ビジネスの

うち、各プラットフォーム事業者の収益の約 30%の割合を占めるサービスをコアビジ
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ネスと呼ぶ。グーグルにおいては、検索広告ビジネスはコアビジネスである。一方、

ビジネスには時系列にサービスが追加される。そこで、サービスのつながりをストリ

ームという概念で表現する。例えば、WEB 向けの検索サービスがやがてモバイル検索

サービスとつながる。このつながりをストリームと呼ぶ。サービスはビジネスの要素

であり、結果として、コアビジネスの要素となっているサービスのつながりをメイン

ストリームと名付ける。  
フェイスブックでは、Wall サービスや Newsfeed サービス及び広告配信サービスの

つながりがメインストリームである。マイクロソフトでは、Windows という OS 関連

ビジネスがメインストリームになる。  
上記の 3 点の分析を通じて、相互作用がある中での競争関係の変化、各社の事業変

化、競争優位の変化を明らかにする。なお、本研究では、事業内容の変化が競争関係

や競争優位の変化に与える影響を分析し、事業内容をどうしてそのように変化させた

のかの意思決定理由そのものや、社内事情（組織構成や組織文化など）は分析の対象

にしない。  
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2. 対象事業者の設定と概要 

以下では、分析対象となる事業者の設定理由と分析対象事業者の概要について述べ

る。  

2.1. 対象事業者の設定  

本研究における分析対象は、上記したように、戦略グループの境界が曖昧な業界に

おける複数の事業者の時系列のサービス追加と相互影響である。本研究では、新サー

ビスを誕生させるスピードがモルタル系ビジネスと比べて格段にスピードが早く、競

争関係が時系列で速いスピードで変化しているネット系プラットフォーム事業をその

典型的業界と捉える。具体的には、ネット系プラットフォーム事業者の中からグーグ

ル、マイクロソフト及びフェイスブックという異なる起源（当初のビジネスモデルが

異なる）を持つ３つのネット系プラットフォーム事業者を対象にした分析を行う。こ

の 3 社は、起源が異なるが、徐々に競合関係を強めており、本研究の目的にあった企

業といえる。また、これらの企業はプラットフォーム事業者であるがゆえにサービス

を追加しやすい事業構造を持っている。  
現時点で、グーグルとマイクロソフトが行っているサービスには、コンシューマ向

けと法人向けサービスの 2 種類のサービスが存在する。一方、フェイスブックはコン

シューマ向けサービスのみになり、法人向けサービスを研究対象にした場合 3 社間の

関係ではなくなる。そのため、本研究の目的の観点から、コンシューマ向けサービス

に限定して分析を行う。具体的にはグーグルは法人向けクラウドサービスを除くコン

シューマ向けサービス、マイクロソフトは、SQL Server や SharePoint といった法人

向け製品を除いた Windows、マイクロソフトオフィス、ネット系サービス等のコンシ

ューマ向け製品・サービスに限定する。  

 

2.2. 各事業者の概要  

グーグルは、1998 年 9 月 7 日に当時スタンフォード大学のコンピュータサイエンス

の大学院生だったラリー・ペイジとセルゲイ・ブリンによって創設されたネット系プ

ラットフォーム事業者である。グーグルの設立時の目的として、世界中の情報を整理

し、世界中の人々がアクセスして利用できるようにすることであり、世界中のウェブ

サイトを巡回して情報を収集し、検索用の索引を作り続けている。グーグルの主要な

収益元は、検索結果の表示画面や提携したウェブサイト上等に掲載する広告による広

告収入である。  
マイクロソフトは、Windows を中心とした世界 大のソフトウェア会社である。マ

イクロソフトは、1976 年 11 月 26 日にハーバード大学の大学生だったビル  ゲイツと

ハネウエル社に在籍していたポール  アレンによって設立された。当初は、様々なマイ
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コン向けに BASIC インタプリタを開発・供給を行っていたが、1981 年に現在の本社

であるワシントン州に移動・再設立を行い、1981 年に IBM が IBM PC と開発・販売

するにあたって PC-DOC というオペレーションシステムを提供した。マイクロソフト

が IBM と結んだ契約では、PC-DOS のクローンである MS-DOS を他社に販売するこ

とが可能であり、このことで、同社は PC 産業の主要なソフトウェア会社に成長するこ

とになる。その後、1985 年の Windows の発表により、現在では Windows を中心とし

てビジネスを展開するようになっている。  
フェイスブックは、ハーバード大学のコンピュータサイエンスの学生であるマーク  

ザッカーバーグが 2004 年にハーバード大学の学生の交流のために “The Facebook”と
いう名前で SNS を開始したのが始まりである。その後、他のアメリカの大学生向けに

公開され、2006 年 9 月に一般公開した。フェイスブックの特徴として、実名主義をと

っており、個人情報を登録する必要がある利用規約になっている点である。2006 年 9
月の一般公開後、フェイスは急速にユーザ数を増やし、2010 年にサイトのアクセス数

がグーグルを抜いた。2011 年 9 月段階で世界中に 8 億人のユーザを持つ世界 大の

SNS となっている。  

 

2.3. 3 社の状況  

グーグル、マイクロソフト及びフェイスブックの 3 社は、時系列にサービスを追加

しながら相互に影響を与えている可能性が強い。例として、図 2-1 の comScore のレポ

ートに示すように 2009 年 2 月 15 日にマイクロソフトとフェイスブックが検索と広告

に関する提携関係を結んだ後に、フェイスブックの利用時間が増加している。また、

2010 年 11 月 15 日にフェイスブックがメッセージサービスを追加した後、フェイスブ

ックのアクセス時間が増加すると共にグーグルのアクセス時間が減少している。  
また、3 社の代表的なサービスのシェアや利用者数のラインキングで比較すると、表

2-1 に示すように、3 社に共通するサービスのすべてについて、ある 1 社のプラットフ

ォーム事業者によって独走状態になっているわけではないことが分かる。グーグルは

検索サービス、動画共有サービス、広告配信サービス及び地図コンテンツ配信サービ

ス等のシェアが 1 位であるが、メッセージングサービスのシェアはマイクロソフトが

グーグルより上位であり、SNS のシェアにおいてはフェイスブックが 1 位になってい

る。上記から 3 社の間における競争にはまだ勝敗が確定している状態ではないと考え

られる。  
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図 2-1 アメリカにおける Web サイトの利用時間状況  

（出所：  2010 U.S. Digital Year in Review、 comScore）  

 

表 2-1 3 社に関連するサービスの状況  

サービス名  も上位の事業者  備考  

検索サービス  グーグル（Google Search）  シェア 1 位にある  

メッセージングサービス  
マイクロソフト（Windows 

Live Mail、Hotmail）  

シェア 2 位に位置し、グーグ

ルやフェイスブックより上位

にある。  

動画配信サービス  グーグル（YouTube）  シェア 1 位にある  

広告配信サービス  
グーグル（Adwrods、

Adsense）  
シェア 1 位にある  

地図コンテンツ配信サービス  グーグル（Google Maps）  

シェア 2 位に位置し、マイク

ロソフトやフェイスブックよ

り上位にある。  

SNS フェイスブック  世界で利用者数 1 位 1 ある  

スマートフォン OS グーグル（Android）  端末シェア 1 位にある  

PC 向け OS マイクロソフト（Windows） シェア 1 位にある  
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3. 対象事業者の事業変化  

本章では、本研究で定義するメインストリーム及びサービスの追加・強化について

述べる。次に分析したグーグル、マイクロソフト及びフェイスブック 3 社それぞれの

事業変化について述べる。  

3.1. メインストリーム及びサービスの追加と強化の定義  

各プラットフォーム事業者の設立時期（MS は OS 製品開始）から現在に至るサービ

スを抽出する。抽出したサービスをサービスの追加・強化に分類し、追加するサービ

スの開始時期別に整理し、各プラットフォーム事業者別にサービスの変化を明らかに

する。この整理によって、グーグル、マイクロソフト及びフェイスブックにおいて、

追加されたサービスによってメインストリームが変化していることを明らかにする。

グーグルとフェイスブックは設立当初は、広告によってユーザに無料にサービスを提

供していたが、課金サービスの追加によって各プラットフォーム上で音楽、動画やア

プリケーションといったコンテンツを有料で提供するモデルに変化している。マイク

ロソフトは、Windows を中心にマイクロソフト  Office、Internet Explore や総合開発

環境製品を提供し、様々な側面から Windows（OS ビジネス）を積極的に選択するシ

ナジー効果を生むサービスの追加を行ってきた。しかし、Microsoft Network （MSN）

のようなネット系サービスがグーグルと競合関係になってから、 近は積極的にネッ

ト系サービスを追加し、Windows とシナジーを生まないサービスに関しても追加を行

うように変化している。  
本研究におけるサービスの追加とは、内製または M&A による新規サービスサービス

の開始、サービスの廃止・統合と定義する。また、本研究におけるサービスの強化と

は、内製または M&A による既存サービスの機能追加と定義する。サービスの強化の例

としては、グーグルは 2007 年に Google Maps という地図コンテンツ配信サービスに

対して内製で Street View という街路写真閲覧機能を付加することによって、地図コ

ンテンツ配信サービスの強化を行った。マイクロソフトは、2007 年に Microsoft 
AdCenter という広告配信サービスに ScreenTonic 社と AdECN 社を買収することによ

り、レポーティング機能や広告枠を売買する機能を付加することによって、広告配信

サービスの強化を行った。フェイスブックは、2011 年に Profile という自己紹介サー

ビスに Timeline という時系列で自分の経歴や統合できる機能を追加し、自己紹介サー

ビスの強化を行った。  
抽出したサービスの中でサービスの追加のみを用いて各プラットフォーム事業者の

事業変化を整理する。まず、設立時のサービス、内製によるサービスの追加、M&A に

よるサービスの追加及びサービスの廃止の 4 つに分類する。4 つに分類したサービスを

時系列に並べ、関連性のあるサービスを矢印で結び、サービス関連の関連性が明らか

にする。  
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3.2. グーグルの事業変化  

グーグルは、1998 年に Google Search という検索サービスを始めてから、AdWords
という検索キーワードをマッチした検索連動型広告配信サービスを追加し、収益をあ

げる仕組みを確立した。その後、グーグルの検索サービスに関係するサービスとして、

2001 年にメーリングリストやメールをベースとしたコミュニティが作成できる

Google Group というグループサービスや画像検索サービスを追加し、アーカイブして

いるメーリングリストの全文を検索できるようにしている。2003 年にグーグルが電子

化した書籍の内容を検索できる Google Books というサービスを追加し、2004 年には

Google Scholar という論文の内容を全文検索できるサービスを追加している。2005 年

には、ブログの検索サービスを提供するだけでなく、Google Search の検索情報の更新

に行っている新しい Web サイトの情報収集から、キーワードマッチングさせて 新の

ニュースや Web サイト検索結果をメール配信する Google Alert というサービスが追加

されている。また、Google Transit という交通検索サービスを追加し、検索サービス

の技術を Web 以外の情報の様々な分野で応用している。2006 年以降においても、金

融系情報を検索できる Google Finance や特許情報を検索できる Google Patent Search
というサービスが追加されている。その後、2009 年に Wikipedia が検索できる検索サ

ービス（Search Wiki）や 2010 年に SNS の情報を検索できる Social Search というサ

ービスが追加され、2011 年にフェイスブックに対抗するために、検索結果にフェイス

ブックの Like という共感共有サービスと同じ “+1”サービスを開始し、検索サービスの

技術にソーシャルグラフの技術を導入し、検索サービスの強化を図っている。  
広告配信サービスとしては、2003 年に AdSense というコンテンツ連動型広告の広

告配信サービスを追加し、2005 年に Android 社を買収しスマートフォン向けの OS で

ある Android を 2007 年追加し、モバイルから Google Search を利用させ、広告配信

する流れを作り出した後に、2009 年に AdMob 社を買収することによりモバイル系ア

プリの広告配信サービスの追加を行っている。  
検索サービスや広告配信サービス以外のサービスの提供として、2004 年に Gmail

というメッセージングサービスを追加、2005 年に Google Maps や Google Earth とい

う地図コンテンツ配信サービスや Google Videos という動画配信サービスを追加する

ことによって、検索や広告配信を行う場の拡大を図るサービスの追加を行っている。

2006 年には YouTube 社を買収することで新たな動画配信サービスを追加している。

2006 年には YouTube 以外に、Google Docs というドキュメントサービス、Google 
Calendar というスケジュール管理サービスや Google Checkout という課金サービスと

いう広告配信を行わないサービスが追加されている。2007 年には、Android 以外に健

康管理サービスとして Google Health が追加され、ヘルスケア分野という全く異なる

業界への進出している。  
グーグルは、2007 年に追加した Android に付加価値をつけるために Android Market

というアプリマーケットサービスを 2008 年に始め、2009 年に Google Latitude とい

う位置情報サービスを提供し、2011 年にアメリカ限定で Google Deals というモバイ

ル系クーポンサービスを提供し、モバイル関連のサービスの充実化を図っている。  
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SNS 関連としては、2004 年に orkut 社を買収し SNS を追加した後、2008 年から

Google Wave や Google Buzz という SNS の情報を取り扱うサービスを行っている。し

かし、Google Wav は開発中止になり、Google Buzz は 2011 年にサービス廃止となっ

ており、SNS 関連のサービスの追加には成功していない状況が見られる。2011 年にエ

リック  シュミットからラリー  ペイジに CEO が交代し、Google+という新たな SNS
を追加し、フェイスブックに対抗しようとしている。  

2009 年に Chrome ブラウザというブラウザ、2011 年に Chrome OS をベースとした

Chrome Book や Chrome Box という PC 系 OS のサービス、2011 年に Chrome ブラウ

ザ上で PC 系アプリケーションを利用できる Chrome ウェブストアというサービスを

追加し、グーグルは、マイクロソフトのコアビジネスである OS 関連の事業で競争しよ

うとしていると考える。  
2010 年からは Google TV というるネット接続テレビサービスを開始し、2011 年に

Google Music という音楽配信サービスを追加した。この他にも、YouTube においてレ

ンタル映画サービスというサービスの強化を行い、コンテンツの有料課金サービスを

始めている。図 3-10 に代表的なグーグルのサービスの追加を時系列に整理した状況を

示す。  
グーグルは、1998 年の設立時に初めて検索サービスと 2000 年に追加した広告配信

サービス（AdWords）から検索絵サービスや広告配信サービスに関係するサービスが

毎年追加しており、検索系のメインストリームが形成されていると考える。2003 年の

Gmail というメッセージングサービスの追加から Google Maps、Google Videos 及び

YouTube 等のサービス追加に広告配信を行う場を増やし、検索系メインストリームに

よる収益向上させている。また、2007 年から Android の追加によって、検索系メイン

ストリームが PC 向けサービスをモバイル系サービスに拡大させている。  
2006 年の Google Checkout という課金サービスを追加してから、2008 年の Android 

Market、2011 年の Chrome Book・Chrome Box という C 向けクラウド PC サービス、

Google Music という音楽配信サービスの追加、YouTube という動画配信サービスにレ

ンタル映画サービスの強化によって、検索系メインストリームで行っていた広告を用

いた無料サービスからスマートフォン向けアプリケーション、音楽及び動画等のコン

テンツ販売による優良課金系メインストリームが形成されている。  
上記に述べたグーグルのサービスの追加の状況を図 3-1 に示す。  
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図 3-1 グーグルの事業変化  

3.3. マイクロソフトの事業変化  

マイクロソフトは、1981 年に PC-DOS、1983 年に MS-DOS という OS を開発・販

売してから、1985 年に Widows という新しい OS を追加すると共に、Windows 上で利

用するドキュメントソフトである MSOffice を 1990 年に追加した。インターネットの

商用化が進みに伴い 1995 年に Internet Explore というブラウザが追加された。また、

他社の OS 製品との差別化を図るため、Window 上で動くアプリケーションが開発でき

る開発環境として、C Compiler 1.0 を追加し、サードパーティーから様々なアプリケ

ーションが開発・販売された。1996 年に Window CE を追加することで組み込み系分

野へ拡大し、カーナビゲーションや携帯に利用された。2011 年に Apple 社の iOS 関連

やグーグルの Android に対抗するために Windows Phone というスマートフォン OS
を追加した。  

1995 年に MSN、MSN Group 及び MSN Virtual Earth が追加され、マイクロソフ

トとしてネット系サービスへ進出した。MSN とは、ポータルサービスであり、
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る。MSN Virtual Earth は、地図コンテンツ配信サービスである。1996 年に MSN Game
というネット系ゲームサービスを始め。1997 年に Hotmail 社を買収してメッセージン
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グサービスを追加しているが、2003 年の MSN Alert というアラートサービスの追加

まで約 6 年間ネット系サービスの追加が行われていない。2005 年には、MSN ブラン

ドで提供していたサービスをマイクロソフトのコアビジネスである Windows のブラン

ドを利用して Window Live Local という地図コンテンツ配信サービスを追加し、2006
年には Window LiveSearch、2007 年  Window Live Mail（以後 Live Mail）を追加す

る等ネット系サービスの再構築が行われていた。2009 年には、新たに検索サービスと

地図コンテンツ配信サービスにおいて Bing ブランドという新たなブランドを立ち上

げ、Bing Search、Bing Maps を追加している。  
マイクロソフトは、PC 向け OS 関連の追加が行われた後に、サーバ系の OS 関連の

追加や Windows CE をはじめとする組み込み系 OS の追加が積極的に行われている。

マイクロソフトは、Windows に関連する追加を積極的に行っている状況から OS 系メ

インストリームが形成されている。また、WindowsOS 関連の追加にあわせてドキュメ

ントソフトであるマイクロソフトオフィス及び Windows の開発環境関連である

Visual Studio 系の強化が行われている。オフィスと開発環境の追加は、マイクロのメ

インストリームである Windows のシェアや収益の拡大させるためのサービス追加と考

えることができる。  
一方、2001 年以降において Windows OS の追加を行う間隔が長くなっている。

Windows の強化の間隔が長くなった影響としては、2 つ存在すると考える。1 つ目は、

XBox というゲーム機器の追加を行い、任天堂やソニー  エンターテイメントのような

家庭ゲーム事業に本格的に進出するため、Windows OS の開発資源を XBox というゲ

ーム分野へ応用し、ゲームサービスをマイクロソフトの OS 系メインストリームに追加

したものと考える。2 つ目の理由としては、1995 年 MSN の追加から行われていたネ

ット系ビジネスが 2005 年から Windows Live として検索サービス（Windows Live 
Search）、地図配信コンテンツサービス（Window s Live Local）、メッセージングサー

ビス（Live Mail）等のネット系サービスの追加が積極的に行われている。このサービ

スの追加は、ネット系サービスが中心となり、OS とネット系サービスの垂直統合によ

ってメインストリームの存在を守る追加と考える。2011 年にはメインストリームの新

しい変化として、Windows Phone 7 というスマートフォン OS の追加と Office365 と

いうネット系ドキュメントサービスの追加である。スマートフォン OS の追加は、PC
からモバイルへ移行する流れであり、Office365 は OS 系メインストリームと関係がな

いサービスの追加である。図 3-2 にマイクロソフトの事業変化を示す。  
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図 3-2 マイクロソフトの事業変化  
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ム課金に利用されている。2011 年には Facebook Videos にレンタル映画サービスを追

加し動画のコンテンツの課金サービスを展開している。  
アプリケーション系やコンテンツ課金以外に Android や iOS 上でフェイスブックの

サービスが利用できるようにスマートフォンのアプリを 2007 年に追加し、2011 年に

は Android をベースにした Facebook Phone の追加を行い、PC 以外に携帯やスマート

フォンでもフェイスブックのサービスが利用できるようにモバイル向けのサービスの

追加が行われている。  
以上のように 2004 年から現在までのフェイスブックのサービス追加状況を図 3-15

に示す。  
フェイスブックは、2004 年の設立時から投稿・更新サービス（Newsfeed）、プロフ

ィールサイト内投稿閲覧サービス（Wall）、広告配信サービス（Facebook Ads）の追加

によって SNS 系のメインストリームを形成していると考える。2007 年にオフライン

サービス、2010 年に Fan ページサービス、共感登録サービス（Like）が追加されてい

るように、SNS 系メインストリームに関連するサービスは、1 年または 2 年間隔で追

加・強化が行われている。2006 年以降には、画像共有サービス（Facebook Photos）、
動画配信サービス（Facebook Videos）、チャットサービス（Facebook Chat）やスト

リーミング配信サービス（Facebook Live）等のアプリケーション系サービスが追加さ

れ、SNS 系メインストリームを活性化させる流れが形成されている。また、2007 年に

スマートフォン向けアプリケーションの追加から、2010 年に位置情報サービス

（Facebook Places）、2011 年にクーポン配信サービス（Facebook Deals）の追加等に

よって SNS 系メインストリームにモバイルへの展開が行われている。  
2008 年頃から課金サービス（Facebook Credits）の追加によって、フェイスブック

内で利用できるゲームのアイテム課金やストリーミングを利用した動画レンタルサー

ビスが追加されたことによって、グーグルと同様に無料ベースのサービスから課金サ

ービスやコンテンツ課金サービスによって課金系メインストリームが新たに生まれて

いる。  
上記に述べる Facebook のサービスの追加の状況と Facebook のサービスの追加によ

る事業変化を図 3-3 に示す。  
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図 3-3 フェイスブックの事業変化  
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4. サービスの追加による各 2 社の関係の変化  

本章では、サービスの追加によってグーグル、マイクロソフト及びフェイスブック

の 3 社が相互に影響を受けたのかついて述べる。本章では、基本的に 2 社間の関係の

変化について述べる。  

4.1. 事業者間の関係の定義  

本研究において事業者間の関係は、対抗関係と依存関係の 2 つの関係性が存在する

と考える。対抗関係は、競合するサービスが存在することである。例としては、グー

グルの AdSense・AdWords、マイクロソフトの Microsoft AdCenter・Microsoft 
pubCenter、フェイスブックの Facebook Ads という広告配信サービスがあげられる。

依存関係とは、特定の機能やサービスが自社に存在しないため、他社のサービスを取

り込み、ユーザに提供するサービスの関係である。ネット系プラットフォーム事業者

は、外部の事業者が自社のサービスを利用できるように Application Program 
Interface（API）を公開するオープン化が行われている。そのため、容易に自社に存

在しないサービスを他社のサービスで補完するという依存関係が生まれる。例として、

フェイスブックは Facebook Videos という動画配信サービスを追加するまで、YouTube
を利用して動画配信サービスを提供していた。  

対抗・依存関係にあるサービスには、事業者が内製で追加したサービス、M&A によ

って追加したサービス、他社との連携・アライアンスによって追加したサービスの 3
種類が存在する。3 種類のサービスの追加の内、他社との連携・アライアンスによって

追加したサービスとは、第 3 者のコンテンツを利用して提供する仲介サービスである。

例としては、スマートフォンのアプリケーションを無料または有料で提供を行ってい

る Android Market や音楽コンテンツの配信を行う Google Music である。また、Google 
Maps や Bing Maps に関しては、他社のコンテンツを買って自社のサービスに組み込

んでいるため、他社との連携・アライアンスによって追加したサービスとして扱わな

いものとする。本研究において対抗・依存関係の抽出を行い各関係の一覧表を作成し、

一覧表の該当サービス別にサービスの種別を色を付けることによって対抗・依存関係

を把握できるようにする。本研究において対抗・依存関係の抽出を行い各関係の一覧

表を作成し、一覧表の該当サービス別にサービスの種別を色を付けることによって対

抗・依存関係を把握できるようにする。具体的には、内定にて追加を行っているサー

ビスを黒色、M&A によって追加するサービスを赤色、他社との連携・アライアンスに

よって追加したサービスを緑色にて表現を行う。  
本研究では、各事業者間の依存関係を整理するために表 4-1 に示すように第 3 章で

整理した各サービスの枠を下表の 3 つの関係ごとに色で表現する。  
依存関係において他社にサービスを利用される依存先と他社のサービスを利用する

依存元の 2 つに分類することができる。  
他社のサービスが利用しているサービスを表現するために、該当サービスに丸の図

形で表記し、依存元の事業者のアルファベットの頭文字を記載することによって、依
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存されているサービス及び依存元の事業者が明らかになるようにする。依存されてい

るサービスと依存元の表現方法を表 4-2 に示す。  

 

表  4-1 対抗関係の表現方法  

対抗関係事業者  枠の色  

グーグルとフェイスブック間における対抗関係にあるサービス  青色  

グーグルとマイクロソフト間における対抗関係にあるサービス  緑色  

マイクロソフトとフェイスブック間における対抗関係にあるサービ

ス  
茶色  

 

表  4-2 該当サービスの依存元の表現方法  

 

 

表 4-3 に示すように、他社にサービスに依存するサービスを三角の図形に表記し、

どの事業者が依存先になっているか各社のアルファベットの 1 文字で表現する。  

 

表  4-3 該当サービスの依存先の表現方法  

 

 

4.2. 3 社間における関係  

3 社すべてに関係する関係は、対抗関係のみである。対抗関係にあるサービスは、9
サービス存在する。3 社すべてに対抗するサービスの中で、IP 音声通信サービス（VoIP）、

地図コンテンツ配信サービス及びスマートフォン OS の 3 つのサービスにおいてフェ

イスブックは、グーグルまたはマイクロソフトに依存している。フェイスブックは、

サービスの追加に膨大な資金が必要なサービス、OS・音声等の高度な技術が必要なサ

ービスに対して依存にてサービスの追加が行える場合は、積極的に依存関係を築いて

依存先の事業者 表現方法

グーグル

フェイスブック

マイクロソフト

G

F

M

依存元の事業者 表現方法

グーグル

フェイスブック

マイクロソフト

G

F

M
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いると考える。また、3 社の対抗関係にあるサービスの中でグーグルは、Gmail、
YouTube、Picasa や Android 等のサービスは、M&A にて追加されたサービスが多く

みられるのに対して、マイクロソフトやフェイスブックは内製のサービスがほとんど

を占めている。このことから 3 社間の対抗関係にあるサービスにおいて、グーグルは

M&A によって追加されたサービスが多く、フェイスブックは主に内製でサービスの追

加を行い、内製しにくいサービスは依存関係を築いているサービスを提供していると

特徴がある。また、マイクロソフトは、内製が多く、内製しくいサービスは M&A にて

対抗関係にあるサービスの追加を行っている特徴がある。  

 

 

図 4-1 グーグル、マイクロソフト及びフェイスブックの競合関係成立時期  

 

4.3. グーグルとマイクロとの関係  

グーグルとマイクロソフトとの関係として、対抗関係になるサービスが多く存在す

るが、依存関係になるサービスは存在しない。依存関係が存在しない理由としては、

グーグルが設立時に追加した検索サービスによってマイクロソフトに対抗するサービ

スが存在し、2 社間で競合関係になっていたからと考える。  
グーグルとマイクロソフトとの間には、対抗関係にあるサービスが 21 サービス存在

する。グーグルとマイクロソフトとの対抗関係にあるサービスは、グーグルのメイン

ストリームである検索サービスや広告配信サービス、マイクロソフトのメインストリ

ームである OS 関連だけでなく、動画配信サービスや地図コンテンツ配信サービス等の

会社名 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

G
o
o
g
l
e

M
i
c
r
o
s
o
f
t

F
a
c
e
b
o
o
k

検索
Adword

Gmail

MSN

Internet Explorer

MSN Virtual Earth

Hotmail

Google
Maps

Picasa

GoogleCheckout

Youtube

Google Docs

Chrome Brower

Chrome OS

Android

Google+

Windows Live Local

MSN サーチ

プロフィール
サイト

Windows Live サーチ Bing

MSN Videos
adCenter

Live Photos

Office
365

News
Feed

画像共有

広告

動画共有

Messages

仮想課金

Like

凡例

GoogleとMSの競合の時期

GoogleとFacebookの競合時期

MicrosoftとFacebookの競合時期

Googleの事業開始当
初からサービス上の競
合の関係になっている

2008年からLiveブラン
ドやBingブランドにて
Googleを対抗を実施

サービス上動画共有や広
告関連で競合関係が始
まっている。

Googleのサービスを取り込

みながら同様のサービスを開
始したことで競合関係になっ
ている。
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ようなメインストリームを活性化させるサービスが存在する。  
グーグルの Google Search とマイクロソフトの MSN Search、Windows Live Search

及び Bing Search は、同じ検索サービスであるため、対抗関係にある検索サービスと

考える、  
グーグルの Google Docs とマイクロソフトの Office 関連は、Web での提供とソフト

での提供の違いがあるが、ユーザから見て同じドキュメント作成に利用できるため、

対抗関係にあるドキュメント作成サービスと考える。グーグルの Chrome OS とマイク

ロソフトの PC-DOS・Windows 関連は、同じ PC 向け OS であるため、対抗関係にあ

る PC 向け OS と考える。グーグルの Android とマイクロソフトの Windows CE 関連・

Windows Phone 関連は、携帯や様々な端末に利用する対象が同じであるため、対抗関

係にある端末向け OS と考えられる。  
グーグルの Chrome ブラウザとマイクロソフトの Internet Explore は、同じ Web

ブラウザであるため、対抗関係にある Web ブラウザであると考える。グーグルの

Google News とマイクロソフトの MSN 毎日インタラクテ・MSN 産経ニュースは、ニ

ュース配信という切り口で対抗関係にあると考える。グーグルの Gmail とマイクロソ

フトの Hotmail、Live mail は、同じ Web ベースのメールサービスであるため、対抗

関係になっていると考える。グーグルの Gmail と Google Calender とマイクロソフト

の Outlook は、個人情報管理という用途が同じであるため対抗関係になっていると考

える。グーグルの Gmail とマイクロソフトの Outlook Express は、Web ベースのメー

ルサービスとメールソフトという違いはあるが、ユーザから見るとメールを利用する

クライアントサービスと考えることができるためメール関連の対抗サービスと考える

ことができる。グーグルの Google Talk とマイクロソフトの MSN Messenger・Windows 
Live Messenger は、同じチャット行うサービスとして対抗関係になっていると考える。

グーグルの Google Voice とマイクロソフトの Skype は、同じ無料 IP 電話サービスと

して対抗関係にあると考える。グーグルの Google Health とマイクロソフトの

Microsoft Health Vault は、同じ健康・身体情報を保持・管理するプラットフォーム

として対抗関係にあると考える。グーグルの Google Calender とマイクロソフトの

Windows Live Hotmail Calendar はｍ、同じ Web ベースのスケジュール管理サービス

であるため、対抗関係になっていると考える。グーグルの Picasa とマイクロソフトの

Windows Live Photos は、同じ Web 上に画像をアップして共有するサービスであるた

め、対抗関係になっていると考える。グーグルの Google Group とマイクロソフトの

MSN Group・Windows Live Groups は、両者ともメーリングリストやグループ共有サ

ービスであるため、対抗関係になっていると考える。グーグルの Google TV とマイク

ロソフトの MSN TV・MSN TV2 は、両者とも STB を利用した映像コンテンツ配信サ

ービスであるため、対抗関係になっていると考える。グーグルの Google Alert とマイ

クロソフトの MSN Alerts・Windows Live Alerts は、同じアラートサービスであるた

め、対抗関係になっていると考える。グーグルの GoogleVideos・Youtube とマイクロ

ソフトの MSN Videos・Bing Videos は、同じように動画共有サービスであるため、対

抗関係になっていると考える。グーグルの Chrome Web Store とマイクロソフトのア

プリケーションは、PC 向けアプリケーションとして対抗関係にあると考える。同様の

ネット系広告として対抗関係にあると考える。  
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4.4. グーグルとフェイスブックの関係  

グーグルとフェイスブックとの関係として、対抗関係となるサービスと依存関係に

なるサービスが存在する。対抗関係は、グーグルとフェイスブックの両者がお互いに

依存することで対抗するサービスが存在している。  
グーグルとフェイスブックとの間には、対抗関係にあるサービスが 13 サービス存在

する。グーグルとフェイスブックとの間で対抗になっているサービスは、各社のコア

ビジネスになっているサービスが対抗関係になっている広告配信サービス以外に、各

社のメインストリームを活性化させるサービスが対抗関係になっている。  
グーグルの Gmail とフェイスブックの Facebook Messages は、両者とも相手にメー

ルのメッセージを送るものであるため対抗関係になっていると考える。グーグルの

Google Videos・Youtube とフェイスブックの Facebook Videos は、動画をアップして

共有することから対抗関係になっていると考える。グーグルの Yotube Movies とフェ

イスブックの Facebook Vidoes（レンタルビデオ）は、両者とも課金に基づく Vidoe On 
Demand 型ビデオレンタルであるため、対抗関係になっていると考える。グーグルの

AdWords とフェイスブックの Facebbok Ads は、コンテンツの内容に連動した広告サ

ービスであるため対抗関係になっていると考える。グーグルの Google Talk とフェイ

スブックの Facebook Chat は、両者ともチャットサービスによる対抗関係になってい

ると考える。グーグルのブログ検索サービス・Social Search とマイクロソフトから提

供を受けている Bing によるフェイスブックの SNS 内の検索サービスは、Google が

SNS を対象とした検索を拒否して、Bing のみ FB 内で検索できるようにした状況から

対抗関係になっていると考える。グーグルの Google News。Google Wave・Google Buzz
の 3 サービスとフェイスブックの Newsfeed・Status Updates は、ライン表示でメッ

セージを出す特性が似ているため対抗関係になっていると考える。グーグルの Google 
Maps とフェイスブックの Facebook の Facebook Places の位置把握に表示しているマ

イクロソフトの Bing Maps は、両者とも同じ地図を利用できるサービスであるため対

抗関係になっていると考える。グーグルの Google Latitude とフェイスブックの

Facebook Places は、両者ともユーザが位置登録・共有を行うサービスであるため、対

抗関係になっていると考える。グーグルの Picasa とマイクロソフトの Facebook 
Photos は、同じ画像をアップして、共有するサービスであるため、対抗関係になって

いると考える。グーグルの+1 サービスとフェイスブックの Like は、興味を感じたコ

ンテンツ（記事、コメント）に共感するところが似ているため、対抗関係にあるサー

ビスと考える。グーグルの Chrome Web Store とフェイスブックの Market Places は、

両者ともサイトでアプリの販売、提供を行っているため、対抗関係になっていると考

える。グーグルの Google Checkout とフェイスブックの Facebook Credits は、両者と

も課金に利用するシステムであるため、対抗関係になっていると考える。  
フェイスブックがグーグルのサービスに依存関係にあるサービスとして、4 サービス

存在する。4 サービスのうち、動画配信サービスと位置情報サービスは現在依存関係を

持ちながら、対抗関係のサービスに変化している。  
フェイスブックは、グーグルの Youtube を Facebook Vidoes のようにアップした動画を
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連携させて動画の共有・配信として利用しているため、Youtube と依存関係になる。

フェイスブックのスマートフォンアプリは、グーグルの Android と Android Market
を通じてフェイスブックのモバイルアプリをユーザに提供し、Android 携帯で利用さ

せているため、Android と Android Market と依存関係にある。フェイスブック

Facebook Phone は、Android ベースに作り出しているため依存関係になる。フェイス

ブックの Facebook Places は、Android のスマートフォンについている GPS を利用し

て位置情報を入手しているため Android と依存関係にある。  
グーグルがフェイスブックのサービスの依存関係にあるサービスとして、3 サービス

存在する。YouTube は、フェイスブックも動画共有サービスとして依存関係であり、

グーグルも YouTube の利用を拡大のためにフェイスブックへ YouTube のコンテンツを

投稿するために依存しており、現在もお互いに依存関係を継続している。しかし、SNS
を利用したコミュニケーションサービスである Google Wave とタイムライン型ソーシ

ャルサービス Google Buzz は、依存に失敗しているサービスであり、追加・強化を中

止し、廃止になっている。  
グーグルは、YouTube の動画をフェイスブックにに投稿することで YouTube に集客

効果があるため、フェイスブックに依存関係になると考える。グーグルの Google Wave
は、フェイスブックの Facebook Coonect につなぐことで Google Wave 内のコミュニ

ケーションの 1 つを形成しているため、フェイスブックの Facebook Coonect と依存関

係にあんると考える。グーグルの GoogleBuzz は、Google Buzz 内で表示するコンテン

ツ 1 つがフェイスブックの Facebook Coonect を通じてフェイスブックのコンテンツを

取り込んでいるため。フェイスブックの Facebook Coonect と依存関係にあると考える。 

 

4.5. マイクロソフトとフェイスブックの関係  

マイクロソフトとフェイスブックとの関係として、対抗関係になっていると依存関

係にあるサービスが存在する。  
マイクロソフトとフェイスブックとの間で対抗関係にあるサービスは、6 サービス存

在する。現段階では、マイクロソフトとフェイスブックとの間では競合関係になって

いないが、今後の追加されるサービスにおいて対抗関係になるサービスが増加した場

合には、マイクロソフトとフェイスブックが競合関係になる可能性があると考える。  
マイクロソフトの MSN Group・Live Groups とフェイスブックの Facebook Groups

は、両者ともメーリングリストやグループ共有サービスであるため、対抗関係になっ

ていると考える。マイクロソフトの Hotmail・Live mail とフェイスブックの Facebook 
Message は、メールまたはメッセージでやりとりする点が競合であるため、対抗関係

になっていると考える。  
マイクロソフトの Microsoft AdCenter・Microsoft pubCenter とフェイスブックの

Facebook Ads は、コンテンツの内容に連動した広告であるため、対抗関係になってい

るサービスと考える。マイクロソフトの MSN Messenger、Live Messenger とフェイ

スブックの Facebook Chat は、両者ともチャットサービスであるため、対抗関係にな
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っているサービスと考える。マイクロソフトの MSN Videos とフェイスブックの

Facebook videos は、動画をアップして共有することから、対抗関係になっているサー

ビスと考える。マイクロソフトの Live Photos とフェイスブックの Facebook Photos
は、同じ画像をアップして、共有するため、対抗関係になっているサービスと考える。  

マイクロソフトがフェイスブックに依存しているサービスとして、2 サービス存在す

る。依存関係にある 2 つのサービスは、マイクロソフトとフェイスブックの業務提携

から生まれており、グーグルに対抗することを意識した依存関係と考える。マイクロ

ソフトの Bing は、フェイスブックの Like から取得できるソーシャル情報を検索機能

の強化として利用しているため、Like に対して依存関係になっていると考える。マイ

クロソフトが買収した Skype は、Facebook を連携させ Skype で Facebook の NewsFeed
が利用できるようになっているため、NewsFeed に対して依存関係になっていると考

える。  
フェイスブックがマイクロソフトのサービスに依存関係にあるサービスは、3 サービ

ス存在する。依存関係にあるサービスの中で、位置情報サービスに利用する地図や検

索サービスに関しては、地図コンテンツの収集や技術蓄積が必要であるためフェイス

ブックにとって容易に追加できるサービスではないと考える。フェイスブックにとっ

て容易に追加できないサービスは、マイクロソフトに依存することで効率的に事業展

開を行っていると考える。  
フェイスブックの Facebook Places は、登録した位置の表示に利用する地図として

マイクロソフト Bing Maps を利用しているため、Bing Maps に依存関係になっている

と考える。フェイスブックのプロフィール内にある対ユーザ向け SNS 内検索にマイク

ロソフトの Bing Search を利用している。このことからフェイスブックの検索は、マ

イクロソフトの Bing Maps に依存していると考える。フェイスブックの Like は、外

部コンテンツを取り込む 1 つのチャネルとして MSN のポータルにつかされており、マ

イクロソフトの MSN に対して依存関係になっていると考える  
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5. サービスの追加による競合関係の変化  

本章は、関連する複数のサービスを抽出し、追加される時期や順番に支店を当て、

分析し、グーグル、マイクロソフト及びフェイスブックの競合状況について明らかに

する。まず、本研究の分析方法について説明し、3 社間及び 2 社間におけるサービス追

加に競合関係について述べる。また、グーグルとフェイスブックにおいて依存関係か

ら競合関係になる状況についても述べる。  

5.1. 分析方法  

本研究で行うサービスの追加の時期による比較は、図 5-1 に示すように 3 社の枠を

設け、時系列的にサービスが追加された年に該当するプラットフォーム事業者の枠に

四角の図形を加え、サービス名記載する。次に新たに他のプラットフォーム事業者に

対抗関係にあるサービスが追加された場合に該当プラットフォーム事業者の追加時期

に該当サービスを記載する。該当サービスを記載する際に、過去に追加されたサービ

スを累積して記載を行していく。累積して記載することによって、ある特定の時期に

おいて対抗しているサービスの数が明らかになる。  
追加されるサービスが自社のサービスなのか、他社のサービスに依存することて追

加するか区別するために、自社のサービスを四角、他社のサービスに依存することで

追加するサービスを丸で表現する。また、自社のサービスは、内製での追加か M&A
での追加か区別するために、内製での追加するサービス名を黒色で、M&A での追加す

るサービス名を赤色で表現する。  

 

 

図 5-1 サービスの追加時期比較図記載方法  
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5.2. 3 社間におけるサービスの追加による競合関係  

3 社間において 初に競合関係になったサービスは、メッセージングサービスである。

メッセージングサービスは、2011 年現在で 3 社間で競合関係になっているサービスで

ある。 初にメッセージングサービスを追加したプラットフォーム事業者は、マイク

ロソフトである。マイクロソフトは、1995 年 12 月 31 日に Hotmail 社を買収し、自

社の Web ベースのメッセージングサービスとして追加した。その後、グーグルが 2004
年に Neotonic Software 社を買収し、Neotonic Software 社の Web テンプレート技術

を基に Gmail というメッセージングサービスを開発し、2004 年 4 月 1 日に追加を行っ

た。2007 年 5 月 7 日にマイクロソフトは、Windows Live サービスのひとつとして、

Live Mail として追加した。（追加当時は、Windows Live Hotmail の名称で提供を始

めた）2004 年からグーグルとマイクロソフトが、メッセージングサービスが競合して

いる中、フェイスブックは、2010 年 11 月 15 日にメール、チャット、SMS、すべて新

しいメッセージ・システムをソーシャル受信トレイという受信トレイに取り込んで利

用できる Facebook Messages というメッセージングサービスを追加した。フェイスブ

ックの Facebook Messages によって 3 社間の間でメッセージングサービスが競合する

状況になった。  
3 社の間で対抗になっているサービスを複数比較した中で特徴的なサービスの集ま

りとして、地図コンテンツ配信関連とスマートフォン関連があげられる。  
地図コンテンツ配信に関係するサービスとしてスマートフォンと位置情報サービス

があげられる。グーグルの Google Maps というサービスを 2005 年 2 月 8 日に追加し

たことが 3 社の中で 初地図コンテンツ配信サービスである。2005 年 7 月 24 日にマ

イクロソフトが MSN Virtual Earth というサービスを追加したことによって、グーグ

ルとマイクロソフトの間で、地図コンテンツ配信サービスにおける競合関係が生まれ

ている。2006 年には、グーグルは、Street View という街路写真閲覧機能を追加する

ことによって Google Maps を強化している。マイクロソフトは、2009 年に Bing Maps
という地図コンテンツ配信サービスを追加し、Bing Maps の前に追加した MSN 
Virtual Earth を廃止している。その後、2011 年にフェイスブックは、Facebook Places
の地図表示にマイクロソフトの Bing Maps に依存することによって 3 社の対抗関係が

生まれた。  
グーグルは、地図コンテンツ配信サービス以外に Android というスマートフォン OS

と Android のアプリケーションを配布する Android Market というアプリマーケット

の追加を行っている。Android と Android Market によって、Google Maps はモバイ

ル分野での容易に利用できるようになり、Google Maps の利用頻度が増えた。グーグ

ルに対して、MSN Virtual Earth を追加する前に、2000 年に Pocket PC や 2003 年に

Window Mobile という携帯系の OS の追加を行っているが、PC 向けのサービスである

MSN Virtual Earth と連携させることがなかったため、Google Maps の利用が増える

のに対して、MSN Virtual Earth の利用が伸びず、グーグルに対抗できなかったため

にマイクロソフトは地図コンテンツ配信サービスに失敗し、2009 年に Bing Maps を

追加することになったと考える。マイクロソフトは、2011 年に追加した Window 



根来・吉村「グーグル、マイクロソフト、フェイスブックのサービス追加の相互作用」（2012.5） 

 

                            早稲田大学 IT 戦略研究所 ワーキングペーパー 23

Phone7 を追加したと共に、グーグルと同様の方法で Windows Phone Marketplace と

いうアプリマーケットを追加し、Bing Maps を活性化させようとしている。また、フ

ェイスブックは 2010 年に追加した Facebook Places という位置情報登録サービスの追

加に併せて、マイクロソフトの Bing Maps を位置把握用の地図コンテンツとして利用

している。  
Facebook Places は、グーグルの Android やアップルの iOS 関連のアプリケーショ

ンとしてユーザに利用させることによって、Facebook Places の利用を活性化させてい

る。また、フェイスブックは、グーグルの Android に依存することによって Facebook 
Phone という独自のスマートフォンを 2011 年に追加し、Facebook Place をはじめフ

ェイスブックのサービスをユーザが利用する機会を増やし、フェイスブックのサービ

スを利用時間や利用回数の向上を図っている。上記に述べた地図コンテンツ配信サー

ビスと地図コンテンツ配信サービス関連の追加状況について図 5-2 に示す。  

 

 
図 5-2 地図コンテンツ配信サービスを中心としたサービスの追加時期比較図  
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Mobile を追加するが、マイクロソフトに存在する他の Web 系サービスと連携していな

い。一方グーグルは、2007 年にスマートフォン向け OS である Android を M&A によ

って追加し、この段階で端末向け OS においてマイクロソフトと競合関係になる。その

後グーグルは、1993 年に追加している Google Search という検索サービスや 2004 年

に追加している Google Maps を Android にも利用できるようにすることによって、

Android の利用者の拡大と Google サービスの利用頻度を増やすことに成功している。
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このことによってグーグルは、PC 向けサービスを Android に活用することに成功して

いるのに対して、マイクロソフトには PC 向けサービスを Windows Mobile 等の端末系

OS へ再利用することができていないと考える。グーグルは、2008 年に Android Market
という Android 向けアプリマーケットを追加し、Android の魅力を高め、2009 年の

Admob の追加によってスマートフォンのアプリ向け広告を展開し、広告収益の増加に

つながっていると考える。  
2010 年にマイクロソフトは Windows Phone7 や Windows Phone Market を追加し、

フェイスブックは Facebook Phone によってグーグルに追随する形で、端末系 OS にお

ける 3 社の競合関係が生まれているが、グーグルのように広告等で収益をあげ、端末

OS を活性化させることに失敗していると考える。上記に述べた、スマートフォンを中

心としたサービスの追加による 3 社の競合関係やグーグルの Android を活性化させた

サービスの追加の状況について図 5-3 に示す。  

 

 
図 5-3 スマートフォン関連のサービス追加時期比較図  
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ビスと位置付けていたと考える。2000 年以降のインターネットの存在が多くなってい

くことによって、マイクロソフトは、グーグルを明確に競合関係にあると意識し、2005
年から MSN サービスを Windows Live ブランドで再構築を図り、グーグルに対して明

確に対抗していると考える。しかし、2009 年に新たに Bing ブランドを立ち上げ、サ

ービスの再追加を行っている状況からグーグルへの対抗が失敗していると考える。  
フェイスブックは、3 社間で競合するサービスが画像共有サービスである Facebook 

Photos を除き、 も遅くサービスの追加を行っている。フェイスブックは、3 社の中

で も遅く設立された会社であるため、3 社間で競合するサービスの追加が遅いが 3
社の中でサービスの追加する間隔が短いため、グーグルとマイクロソフトに短期間で

追いつくことができたのではないかと考える。  
以上述べた 3 社間で競合するサービスに注力し、サービスの追加時期を比較した全

体像を図 5-4 に示す。  

 

 
図 5-4 3 社におけるサービス比較  
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ルとマイクロソフトとの間のみで競合になっているサービスは、8 サービス存在する。

グーグルとフェイスブックとの間のみで競合になっているサービスは、9 サービス存在

する。マイクロソフトとフェイスブックとの間のみで競合になっているサービスは、

存在しない。マイクロソフトとフェイスブックとの間のみで競合するサービスが存在

しないことは、マイクロソフトとフェイスブックは、現段階で明確に競合関係である

ことを意識しないのではないかと考える。  
2 社間における複数のサービスの追加による競合関係として代表的な例として SNS

関連があげられる。グーグルとフェイスブックとの間で競合関係になっている SNS は、

グーグルが 2004 年 1 月 22 日に orkut というサービスを追加した、その後同年 2 月 4
日にフェイスブックは Profile というサービスを追加することによって SNS を開始し

た。2004 年段階でグーグルとフェイスブックは、SNS において競合関係になっている

が、グーグルとフェイスブックの 2 社は異なったサービスの追加を行っている。フェ

イスブックは、Profile の追加以降、2007 年に Newsfeed や Wall 等のように SNS に関

連する様々なサービスを積極的に追加している。積極的に追加している理由として、

フェイスブックは、SNS がコアビジネスであり、SNS 系メインストリームを形成して

いるからだと考える。一方グーグルは、2004 年 orkut の追加以降、orkut に関連する

サービスの追加が 2011 年の Google+の追加が行われるまでサービスの追加が行われな

かった。そのため、SNS に関してグーグルはフェイスブックに対して対抗に失敗して

いると考える。上記の SNS に関するサービスの追加時期の状況を図 5-5 に示す。  

 

 
図 5-5 SNS と共感共有サービスの追加時期の比較図  
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3 社のうち 2 社のみの間で競合関係になっているサービスの追加時期すべてを見る

と、マイクロソフトは、3 社間で競合関係になっているサービスの追加比較と同様に

1995 年から 2000 年にかけて 3 社の中で新しいサービスの追加を行っているが、2006
年になるまで積極的なサービス追加を行っていない。フェイスブックは、3 社間で競合

関係にあるサービスの状況と比較して 3 社の内 2 社間のみで競合関係になっているサ

ービスの追加の間隔は長い。グーグルは、マイクロソフトとフェイスブックの 2 社と

競合状況になっていることがグーグルのサービスの追加の状況からも読み取ることが

できる。図 5-6 に 3 社のうち 2 社の間で競合関係になっているサービスの追加時期の

全体像を示す。  

 

 

図 5-6 3 社のうち 2 社の間で競合関係になっているサービスの追加時期の比較図  
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2008 年にフェイスブックは、Facebook Videos というサービスを追加し、動画共有サ
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会社
名

1990

~94
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

G
o
o
g
l
e

M
i
c
r
o
s
o
f
t

F
a
c
e
b
o
o
k

凡例
黒文字：内製によるサービス 赤文字：M&Aによるサービス

：自社サービス ：他社依存によるサービス

Google Latitude

Google Latitude

Facebook
Places

MSN
Alerts
Google
Alert

Google
Checkout
Facebook

Credit

Google Checkoutorkut

orkut

Profie

Google+

Facebook

Like

Like

+1

MarketPlace

MarketPlace
Chrome
WebStore

MSOfffice

GoogleDocs

MSOfffice

MSN Search

MSN Search

Google Search

LIveSearch
Google
Search

Bing
Search
Google
Search

orkut
Profie
NewsFeed

Android
Market

Android
Market
WindowsPhone
MarketPlace

PC-DOS

Windwos

Windows

ChromeOS

Internet
Explore

Internet
Explore
Chrome

GoogleNews

GoogleNews
MSN毎日
インタラクティブ

GoogleNews

MSN産経ニュース

GoogleHealth

GoogleHealth

HealthVault

GoogleCalender

GoogleCalender
LiveHotmail
CalenderMSNTV MSNTV2

MSNTV2

GoogleTV

MSN
Alerts

Live
Alerts
Google
Alert

MSOfffice
Office365
GoogleDocs



根来・吉村「グーグル、マイクロソフト、フェイスブックのサービス追加の相互作用」（2012.5） 

 

                            早稲田大学 IT 戦略研究所 ワーキングペーパー 28

ブックは、一方、グーグルも Youtube に掲載されている動画を Facebook Connect を

通じてフェイスブックの Newsfeed 上に投稿できる依存関係を築いている。Youtube
の Facebook Connect に依存することによって Youtube に掲載されている動画の視聴

回数を増加させることを狙っていると考える。  
グーグルにおける依存関係から競合関係になったサービスとして、Google Buzz と

Google Wave がある。この２つのサービスは、依存と同時に競合関係になっている。

Google Wave は、2008 年にサービス追加され、フェイスブックの Facebook Connect
に依存し、フェイスブックの Newfeed の情報を入手しようとしていた。しかし、Google 
Wave 自体が SNS の情報収取だけでなく、SNS 自体としてサービスを提供するためフ

ェイスブックにとって競合となるサービスであった。そのため、フェイスブックは、

Google Wave が Facebook Connect への接続を拒否し、 終的には対抗関係のサービ

スになっている。Google Buzz は、2009 年にサービス追加され、ベータ版の段階でグ

ーグルは、Facebook Connect に依存する予定であった。しかし、Google Wave と同様

に接続を拒否されてしまったため、正式版としてサービス追加を行った際には、対抗

関係に戻っている。グーグルの Google Wave と Google Buzz は、Facebook Connect
に依存できなくなったため、2011 年において 2 つのサービスとの廃止となっている。 

3 つのサービスは、下記の特徴を抽出することができた。  
 依存から対抗に変化する間隔は 2 年である。 

 グーグルとフェイスブックの間で対抗するサービスの開始は、依存元がでて 2 年後

である。 

 依存と同時に対抗しているサービスは今のところ廃止になっている 

上記に述べたグーグルとフェイスブックにおいて依存関係から競合関係になったサ

ービスの状態を図 5-7 に示す。  
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図 5-7 3 社のうち 2 社の間で競合関係になっているサービスの追加時期の比較図  
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6. まとめ 

本研究では、グーグル、マイクロソフト及びフェイスブックの 3 社がそれぞれ追加

したサービスを抽出し、各社のサービスの相互作用的関係の分析を行った。本分析に

よってグーグル、マイクロソフト及びフェイスブックは、相互に影響されながら、時

系列にサービスの追加することによって、事業者間の競争関係が変化していくメカニ

ズム、またサービスの追加の仕方でその成功度が変わっている可能性を明らかにした。 
本研究は、出発点となるサービスが異なる、あるいは当初のビジネスモデルが異な

る事業者が時系列にサービスの追加を行っていくことで相互影響が生まれ、また競争

関係が変化し、さらにサービスを追加してくことで当初のメインストリームと異なる

メインストリームが発生するメカニズムの研究の端緒になると思われる。また、本研

究では、次々とサービスを追加する事業者間競争において、サービスの追加の順番や

時期が成功度に与える影響に関する研究の端緒ともなると思われる。  
本研究の分析フォーマットは、事業間の関係が頻繁に変化する、つまり戦略グルー

プの境界が曖昧な産業において有効になると思われる。その意味では、ネットやモバ

イルビジネスの企業間の相互作用的関係の変化が分析が中心的対象になると思われる。 
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